
環境都市工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成21年度以降入学者）

達成しようとしている

基本 的な成果

授業科 目名

（必は必修科 目、選は選択科 目、数字は単位数 、※は学修単位）

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第4 学年 第 5 学年

（A ）

自らの意思を的確に表

現 し行動できる能力、

知識を整理し構造総合

化できる能力，技術者
倫理等、人間としての

素養を年齢の発達段階

に応じて修得する。

「 国語 I A （必2 ） i
i 国語遊（必2）

政治経灘 必男 －i

人類塞 叛必荻

国語Ⅲ（必2 ）

人類史Ⅱ（必2）

i i掌隷

日本語表現（必2） i

i 科学技術社会史（選1）i

社会と文化（選1）

スポーツ教書 I （必1）

接続蕾倫理（必1） i

スポーツ教育Ⅱ（必中

」 国語 IB （必2 ） i

現代社会（必2）

i
i 保 健体 育 l（必 2）

i 芸術 I（必 1）

保態 撚 誇 Ⅲ（必2）

鞘 靭 噸 頼 ）

、 科 学 鼓術 鄭 必 1〉

保 曜 鯨萬 Ⅲ（必 2）

（B ）

工 学 基 礎 と して の 自 然

科 学 系 科 目を 深 く理 解

す る。

i 基礎 数 学 I（必4 ） 】 基礎 数学 Ⅲ（必 2） 基 礎解 漱 必2 ）
i 応 用解析 Ⅲ（選 1※） ！

i 基礎 数 学 Ⅱ（必2 ） i

i 化学 I （必 3）

i 生物 基礎 （選 1 ）

微分 積 分拳 I繊 弱 繚 治績 鎗緊 Ⅱ（必 3）

「一一一一‾南扇 藩学 擬 音 ‾‾‾‾‾l化学 Ⅱ騒 動　 i

物理 Ⅱ（必 1） l

i鶉議 運善哉 霊擁護短 日

i　 物理 I （必 劇

（C ）

世 界 の 多 様 な 国 ・地 域

の 歴 史 ・伝 統 ・文 化 を

理 解 す る能 力 、 互 い の

意 思 の疎 通 が で き る 実

践 的 な英 語 能 力 を修 得

す る。

i　 楽 譜 一雄 必／4〉i 糞綬 頓 鶴舞 ＼ ／ 葵 議 孤で必 2） ／総合 襲讃 叛 戯 評） 総合 英 語 Ⅱ（必2 〉 i

i 英文 港 I （必 2） 英 文藩 邸 遜 2） 糞 薄暮定演習 必 持

薬綬 謹話 （秘 1 〉

（ ドイツ語 （必2 ） i

i 上 級英 語（選 1）

ノ●

（D ）

実 践 的 か つ 専 門 的 な 知

識 と技 術 の 基 礎 とな る

専 門 基 礎 学 力 を修 得 す

る 。

i 建 設設 備 （選2 ※ ） i

i室内環境工学 （選2※） ；∴∴　∴一一∴∴∴∴」∴・㌧
．雪．丁：ソ「∴：ノi∴∴ 「÷「∴！∵：

匡

建 設法 規論（選 1※） ！

「∴唖 ∴∴∴ 千㌧∴∴子 ∴

i
i

臓瀾 灘 饗 緩 蟻 灘 撥 慈 熊 綾 織懸擬 態 懸 繚 認

「 妻 邁 王蔀 遼 †嘉 子‾‾‾て

「 ‾‾永 王事 選言鶏 ‾一一一‾1

「一一一‾一頭高 王事 で選 丁子一一‾‾‾1

凝 撥 灘灘　 ‾駿撥 繕i

i　　　　 鰯溺 鶏 畿

「建設 ∴　　　　 ∴一∴∴∴

「∴＿ ∴∴∴ ．東膳 的 1∴．∴1
隙愚へ、）　　　　　　　 続搬

　 （E ）

教 養教 育 によ る工学 基礎
救お よび専 門基礎 を 土台 と

し、現 象 ・動作 を 具体 的
に理解 で き る実践 的な能

力を修 得 す る。

校外 実 習A（選 1）

校外 実 習B（選 2）

i

（F ）

問 題 ・課 題 の解 決 の た

め の 方 法 ・手 段 を 模 索

し、 実行 で き る 能 力 を

身 に つ け る 。



環境都市工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成26年度以降入学者）

達 成 しようとして い る

基 本 的 な 成 果

授 業 科 目名

（必 は 必 修 科 目 、選 は 選 択 科 目 、数 字 は 単 位 数 、※ は 学 修 単 位 ）

第 1学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5学 年

（A ）

自 らの 意 思 を 的確 に 表

現 し行 動 で き る 能 力 、

知 識 を 整 理 し構 造 総 合

化 で き る能 力 ，技 術 者

倫 理 等 、 人 間 と して の

素 養 を 年 齢 の 発 達 段 階

に応 じて 修 得 す る 。

i 国 語 I A （必 2） i
国姜毘Ⅲ（”2〉 日本 語 表現 （必 2） i

r‾謡寧叢 証証書 薗 千古 技術 者倫 理（必 1） i

スポー ツ教 育 Ⅱ（必 1）i

i　　 菖瞳虹　 鱒2
i 国 語 I B （必 2） i ）∴ ∴∴2日鳴 顔 必

人類 虫 Ⅲ（泌2）

政 治鱗 煎 必 1） i

人 類史 I （必 2）

i 現 代淡 会（必 2）

i 　 抑 “… 「‾一一一番 奈 を支 稿 速 了「 ‾i

スポー ツ教 育 I（必 1）I 傑鍵 体 育 1（必 2）

i 芸術 I（必1）

鰊駐 韓電 通（必 2）

芸 締 Ⅱ（必需

i

保 健駆 寄 Ⅲ（必 2）

（B ）

工 学 基 礎 と して の 自然

科 学 系 科 目 を深 く理 解

す る 。

i 基礎 数 学 I（猛禽） i 基 礎 戦繁 轍 必 動 ii 基礎鰐 轍 必空事 瀦態態鱗緑 綬鰯 撥繍緋
「‾‾志高 藤高 市 速 了譲†「∴．「　 「．：∵：∴や ∴∴∴「∴

i 基礎 数 学 調（必 動 i 微 粉穣 繊営 I繊 亀） 緻 船積 雑学 遍く必 3）

i 化学 書（必 3 ）

「 ‾垂 窃 塞 麗繭 軒丁 ‾－‾‾i

催挙 証（必 主∴ 詰 「‾‾‾‾‾肩 癖花 蟄 漣 訂 ‾－‾－‾i
零細持越俊 一

i 紘 理 I秘 3）
観毅 郎は 1） i

i教 義ゼ ミナール （必 1）l

　 （C ）

世 界 の 多 様 な 国 ・地 域
i　 葵議 l（必 4） 薫 霧 Ⅱ＼総 4） 葵 詰 邸 必2 〉 総 合英 語 I （必 2） 総合 英語 Ⅱ（必 2） i

の歴 史 ・伝 統 ・文 化 を

理 解 す る能 力 、 互 い の

意 思 の 疎 通 が で き る実

践 的 な 英 語 能 力 を 修 得

す る 。

i 英 文法 理 必2 ） 襲乗 法 Ⅱ1年必 動 英語 LL演 習 （必1）

英 語餐 諮 〈必 1）

英 語Ⅳ （必 1）　 ／

＼ 英語 Ⅴ （必 1） 予／

i 中国 語 （選 1） i

「 ‾‾王 蔽妥 詠 遼 †「 ‾‾‾i

（D ）

実践 的 か つ 専 門 的 な 知

識 と技 術 の 基 礎 とな る

専 門 基礎 学 力 を修 得 す

る。

∴I（必子∵：∴

「重富 窪粛 荻 窪 丁嘉†「

丁 重雷 衰高 樋 を嘉 子‾‾‾i

i室内環境工学（選2※〉i

鰯 轡 繭 鰭 懸 蟻 麟 ＼1－
∴ 意匠 没 前 重 め 1十∴－ ，…懸 。／、／、撥 鰯 、蘭 繊 轢 翻

∴ 毅柵 製 図：亘：（必：∴十

閣 議 駿 駿 鰯 懸 綴 懸 翻

鰭 ＼i 緻 藤 懸 畿，∴ 戯 計製 図 ∴∴：（必 ＝ ：∴ 　 離 認

「 蔓 通 主 部 蓮 †嘉 子‾‾l

r ‾‾‾京 王高 邁 を薪 ‾‾‾一一！

：∴ ∴重 華 子（必 ∴「∴：∴ 1

：照強競生工学は 2様 子：

瀬 懸蟻凝 慾欝鰭 綾 織

「 ‾高 貴 王事 （漣 千十一一一一1

i∴ 測量 学 Ⅱ：橘 ““※子∴
「．∴∴∴　　 ∴：．：∴∴∴1

藤 懸 藤 懸 ：鹸厭主 かトトエ車高 ∴∴∴∴

し∴ ∴∴∴∴．∴必1：：「∴∴）∴ l

網 綴 藤 懸 撥 綴 翻

∴十∴：∴「．・∴．：十∴ 魅2 ※「

鰯 闘 藤 懸 蘭 緩 灘 畿

際

∴ 韻書 工 学（∴∴‖※∴∴∴

鰯 闘 ／藤 懸 欝 強 縫 ∴∴∴∴∴∴∴懸 ．∴「．∴∴十∴l

（E ）
教養 教育 に よる工 学基礎

お よび専 門基 礎 を土台 と

し、現象 ・動 作 を具体 的
に理 解 でき る実践 的 な能

力 を修得 す る。

∽

十一一献 芙 舐 選 千丁一宇

「 一所 真読 融 雪

（F ）

問 題 ・課 題 の 解 決 の た

め の 方 法 ・手 段 を模 索

し、 実 行 で き る能 力 を

身 に つ け る。
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